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１．鳴子ダムの概要

●流域の概要
江合川は、その上流を通称、荒雄川と呼ばれ、その源は荒雄岳（標

高984m）に発し、宮城県の穀倉地帯である大崎平野を貫流して旧北上
川に合流する。
本地域は、新緑から夏は高原の涼、秋は鳴子峡の紅葉、冬季のスキ

ー、温泉等を含め、年間を通じて楽しめる観光地となっている。

●鳴子ダム事業の経緯
江合川は、大正６年から改修工事に着手したが、昭和22年、23年の

相次ぐ台風の襲来により、江合川沿いでは大きな被害を受けたため、
昭和26年に鳴子ダムの計画調査は、宮城県から建設省に引き継がれ、
治水計画も大幅に見直されることになった。
ダムの建設は昭和27年に着工され、５年の歳月を経て昭和32年10月
国内で初めての日本人のみの手で造られたアーチ式コンクリートダム
として完成した。

1



２．鳴子ダムの沿革

年号 主 な 内 容

1941 昭和16年 宮城県土木部が鳴子ダムの計画を立てる

1947 22 宮城県土木部による予備調査がはじまる。カスリン台風により江合川沿いの町は大被害をうける

1948 23 アイオン台風により、大被害が出る

1949 24 キティ台風でまたもや災害

1950 25 大豪雨で大災害

1951 26 鳴子ダムの調査を建設省が引き継ぎ、実施計画調査が始まる。鳴子地区の地形や地質などの調査をは
じめ、いろいろな試験や準備を行う。

1952 27 用地買収を行う。鳴子ダム建設工事スタート。（洪水調節、かんがい、発電の多目的ダムで、しかも、日本
人だけによる日本初のアーチダム工事として注目される。）

1953 28 ダム工事用の道路をつくる。ダム本体建設工事・仮設備をつくる

1954 29 基礎掘削が行われる

1955 30 堤体コンクリート打設

1957 32 鳴子ダム完成。4月5日試験湛水を実施

1979 54 ダム周辺環境整備事業に着手した

1980 55 貯水池保全事業として貯砂ダム工事に着手した

1985 60 貯水池保全事業貯砂ダム工事が完了した

1991 平成 3年 ダム周辺環境整備事業が完了した

1996 8 ダム施設改良事業に着手した

2000 12 堤内昇降設備を新設した

2002 14 ダム施設改良事業が完成した

2003 15 取水設備（板見堰）の更新工事に着手した
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３．鳴子ダムの役割

江合川流域における住民の生命・財産を守ります

１市４町における水田約10,000haへ
安定したかんがい用水を供給します

治水

かんがい 発電
最大発電量18,700ｋｗによる
県内一の水力発電を誇ります

＋
環境 周辺環境との調和、

環境の維持・保全を
図ります

3



３．鳴子ダムの役割

鳴　子　ダ　ム　年　間　貯　水　位　曲　線

225

230

235

240

245

250

255

10ヶ年平均(H6～H15)

平成6年

平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

平成16年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

貯

水

位
（

m
）

非洪水期 洪 水 期 非洪水期

洪水調節容量
１９，０００，０００ｍ３

有効貯水容量　３５，０００，０００ｍ3

常時満水位　EL 254.00 m

制限水位 EL 244.50 m

最低水位　EL 231.00 m

非洪水期利水容量　３３，０００，０００m
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洪水期利水容量　１６，０００，０００m
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３．鳴子ダムの役割
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　鳴子ダムの堆砂量は、H16年調査において6,810千ｍ3であり、計画堆砂

量7,050千ｍ3に対して累積堆砂量の比率は９７％の値を示しており、堆砂

の進行速度はほぼ計画どおりといえます。



４．水源地域の鳴子町の概要

１．鳴子町のおいたち ２．鳴子町の由来（代表的な説）

（１）鳴子（なるご）
①承和４（837）年の火山噴火の際、熱湯が噴出し、火山の
震動する音に基づいて「鳴声（なるごえ）」と呼んだのが鳴
子となった。

②源義経の北の方が出産、弁慶がこれを笈（おい）に入れ
て東に向かったこの地で初めて泣いたので「啼児（なきご）」
といい、それが鳴子になった。

（２）鬼首（おにこうべ）
①坂上田村麻呂が蝦夷討伐の際、蝦夷首領大武丸を斬っ
たとき、その首がこの地に落ちたので鬼首と呼んだ。

②鬼首は本来鬼切部（おにきりべ：当地域の古戦場）と呼ば
れていたことから、そのものが訛って「おにこうべ」となっ
た。

（３）江合川（えあいがわ）
①江合川は、昔、玉造川（たまつくりがわ）と呼ばれていたこ
ともあるが、玉造川や荒雄川という名前についての言い伝
えはないようである。

②江合川は北上川と合流するようになったことから、北上川
という大きな川（＝「江」）に「合」流する川なので、江合川と
いう名前がついた。

○明治22年(1889年)に「鳴子」「大口」「名生定」の三つの村が
合併して「温泉村」となる。

○大正10年(1921年)、温泉村が鳴子町と川渡村に分離した。

○昭和29年(1954年)、「温泉村」成立から65年後、鳴子町(旧)、
川渡村、鬼首村が合併し、現在の鳴子町となる。

大口村

鳴子村

名生村

鬼首村

温泉村

鳴子町

川渡村 鳴子町

昭
和
29
年

大
正
10
年

明
治
22
年

○栗駒国定公園の広大な森に湧く温泉により、千年もの昔から
湯治場として栄えてた。

○鳴子、東鳴子、川渡、中山平、鬼首からなる温泉郷は多彩な
泉質と豊かな効能により全国的に有名。

○町 花： リンドウ 町 木： ミズキ 町 鳥： ヤマドリ
町 獣： カモシカ 出典）宮城県地名大辞典（角川書店）
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1  白石川緑地 白石川（白石市）

2  白石川河川敷公園・桜づつみ 白石川（大河原町）

3  船岡河川公園 白石川（柴田町）

4  七ヶ宿ダム自然休養公園 七ヶ宿ダム（七ヶ宿町・白石市）

5  松川曲竹親水公園 松川（蔵王町）

6  不動尊公園（内川渓谷） 内川（丸森町）

7  国営みちのく杜の湖畔公園 釜房ダム（川崎町）

8  広瀬川河川公園 広瀬川（仙台市）

9  明治潜穴公園 高城川（松島町）

10  七ツ森湖畔公園 南川ダム（大和町）

11  七北田公園 七北田川（仙台市）

12  あゆの里公園 鳴瀬川（中新田町）

13  田川清流公園 田川（宮崎町）

14  河川公園「ふれあいの岸辺」 鳴瀬川（小野田町）

15  江合川河川公園 江合川（岩出山町）

16  荒雄湖畔公園 鳴子ダム上流（鳴子町）
17  古代の里公園 化女沼ダム（古川市）

18  佐沼河川公園 迫川（迫町）

19  若柳河川公園 迫川（若柳町）

20  三迫川河川公園 三迫川（金成町）

21  花山せせらぎふれあい公園 迫町（花山村）

22  山王史跡公園 長崎川（一迫町）

23  大関川河川公園 大関川（東和町）

24  大川せせらぎふれあい公園 大川（気仙沼市）

25  北北上運河河川公園 北北上運河（石巻市）

26  追波川河川運動公園 追波川（河北町）

１．水源地域の特殊な地形
水源地域の地形は鬼首カルデラといわれ、
▲荒雄岳（984ｍ）を中央火口丘として
▲須金岳（1,253ｍ）
▲大鏑山（1,119ｍ）
▲禿岳（1,261m）
▲大柴山（1,083ｍ）
などを外輪山とし、火砕流堆積物から成っている。
このカルデラ内には片山地熱地帯があり、火山活
動の末期的現象が見られる。
江合川は、鬼首カルデラの中央火口丘である荒
雄岳の東麓を水源とし、荒雄岳の周囲を逆時計回
りに４分の３周した後、南流し、尿前（しとまえ）で大
谷川を併せ、東流して大崎平野に入る。

５．鳴子ダム周辺のカルデラ地形と河川の状況

▲荒雄岳

▲須金岳

▲大柴山

▲大鏑山

▲禿岳

２．宮城県内の河川

出典）宮城県土木部河川課ＨＰ 5



６．鳴子町や水源地域・江合川流域地域の人口

１．鳴子町の人口の推移

①鳴子町では、昭和60年（11,459人）から平成12年
（9,145人）の15年間で人口が約2,300人減少。

②その減少率は約20％と、広域大崎圏の中で最も高い
減少率を示している。

③鳴子町を3区分（鳴子地区、鬼首地区川渡地区）した
中で比較すれば、水源地である鬼首地区の減少率が
高く、過疎の進行が急速に進展している。

２．江合川流域地域（広域大崎圏）の人口の推移

①古川市では人口が増加しているが、他町では減少傾
向にある。

②世帯数は旧宮崎町・小野田町、鳴子町以外は増加。

人口の推移（宮城県大崎地方）
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出典）国勢調査：各出典）国勢調査

出典）国勢調査

人口・世帯数の推移
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７．鳴子町の産業

鳴子町の産業構造
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広域大崎圏

鳴子町

宮城県内観光客入込数の推移
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薬莱山
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牡鹿半島・金華山

奥松島

旭山

気仙沼・唐桑半島

南三陸海岸

仙台市

松島

蔵王

鳴子温泉郷

・鳴子町の第三次産業比率は68％
・広域大崎圏の平均値53％を大きく上回って
いる

・鳴子町の産業が、観光を主体とする産業就

業が特化している

・観光を主体とする産業の維持及び発展が

鳴子町の産業振興にとって大きな課題

（１）増加傾向の観光地：阿武隈渓谷、二口渓谷、薬莱山、牡鹿半島・金華山、

気仙沼・唐桑半島

（２）鳴子温泉郷

・平成14年と平成4年の比で52.4％と激減傾向
・観光資源の発掘

・積極的なPR活動
・新たな観光動態 などに取り組んでいる

１．鳴子町の産業構造 ２．鳴子町及び宮城県内の観光の状況

鳴子町の特産品

鳴子こけし／鳴子漆器／栗だんご

出典）宮城県観光統計

出典）国勢調査
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7.鳴子温泉神社祭と荒雄川神社祭
8.奥の細道
9.鳴子温泉郷
10.上野々スキー場
11.オニコウベスキー場
12.日本こけし館（全国こけし祭り）
13.鳴子牛のＣＯＷニバル
14.鳴子ダム
15.寒風沢の公園
16.鬼首スキー場ﾃﾚｷｬﾋﾞﾝ山頂駅
17.花立峠
18.国見峠
19.国道47号沿いのドライブイン
20.国道47号尿前付近
21.国道108号中屋敷付近
22.国道108号田野付近
23.鳴子ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞｸﾗﾌﾞﾊｳｽ付近
24.鳳鳴平別荘地
25.吹上高原ｷｬﾝﾌﾟ場
26.鬼首ﾍﾟﾝｼｮﾝ村
27.禿高原町営牧場
28.上原町営牧場

８．鳴子町の観光資源

出典）鳴子町観光協会
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９．鳴子町と他市町との関係など

１．鳴子町と他市町とのつながり ２．各種基盤整備の状況

○各指標ともに古川市や近隣町である岩出山町との
つながりが強い。

○隣県の山形県最上町とのつながりもみられる。

○鳴子町のインフラ整備状況は総じて低くなっている。

○鳴子町の公共下水道の普及率は低い。

○鳴子町の道路改良率も低位にあり、国道108号バイパス（湖
西道路）等の整備が必要。

①通勤・通学先 ②買回品購入先
（衣料品・文化品）

③通院先 ④自動車のながれ

公共下水道普及率
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56.7

72.9

40.6

0 20 40 60 80 100

宮城県

南郷町

小牛田町

田尻町

涌谷町

鳴子町

岩出山町

鹿島台町

三本木町

松山町

古川市

（％）

し尿処理率

54.0

61.5

62.9

69.1

80.9

54.1

88.9

54.5

50.2

49.3

76.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

宮城県

南郷町

小牛田町

田尻町

涌谷町

鳴子町

岩出山町

鹿島台町

三本木町

松山町

古川市

（％）

道路改良率

66.6

63.2

78.8

53.9

72.2

32.6

69.5

44.1

81.3

36.5

45.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

宮城県

南郷町

小牛田町

田尻町

涌谷町

鳴子町

岩出山町

鹿島台町

三本木町

松山町

古川市

（％）

平成16年10月1日供用開始

ごみ処理率

90.6

100

100

100

84.9

100

100

69.5

100

99.5

100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

宮城県

南郷町

小牛田町

田尻町

涌谷町

鳴子町

岩出山町

鹿島台町

三本木町

松山町

古川市

（％）

出典左）①国勢調査（平成12年）
②宮城県の商圏消費購買動向調査（平成15年）
③宮城県地域保健計画（平成13年）
④東北地方ＯＤ調査集計表：国土交通省（平成11年）

出典右） 宮城県市町村概要（平成15年度）
公共下水道普及率の宮城県平均値は、平成15年版宮城県統計年鑑
道路改良率の宮城県平均値は、平成15年度みやぎの道路
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１０．鳴子ダム水源地域周辺のすぐれた自然・植物

▲自生山の杉自然林

▲花渕山のアカシデ林

▲禿岳の自然林

▲江合（荒雄）川の河辺林

▲田代のハルニレ林

▲片山地獄地域の硫気孔荒原植物群落
▲雌釜、雄釜の噴気孔荒原植物群落

田代川のハルニレ林

▲シロヤシオ

大柴山のシロヤシオ

自生山の杉自然林

地獄谷付近の遊歩道

冬の禿岳

禿岳山麓の町営牧場

水源地域の貴重な植物群落（日本の貴重な植物群落：環境省
：シロヤシオは除く）

鳴子ダムの右岸は、母岩が露出する高さ300m～400mの急峻な
斜面になっている。この斜面はアカシデを主とし、コナラ、ケヤキが
混生する林に覆われている。
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１１．鳴子ダム水源地域周辺の貴重な動物

２．動物の生息状況（希少種：宮城県レッドデータブック）

①魚介類（スナヤツメ）

②鳥類（オオタカ、ハイタカ、 クマタカ）

③両生類・爬虫類・哺乳類（トウホクサンショウウオ、

クロサンショウウオ、ハコネサンショウウオ、ニホンカモシカ）

④陸上昆虫類（ツノトンボ）

クマタカ

クロサンショウウオ

ニホンカモシカ

調査項目 巡回年 確認種数 確認特定種

魚介類 平成5年
～8年度

19種 未確認

平成9年度
～14年度

19種 ｽﾅﾔﾂﾒ

底生動物 平成5年
～8年度

122種 ﾄﾜﾀﾞｶﾜｹﾞﾗ

平成9年度
～14年度

194種

動植物
プランクトン

平成5年
～8年度

105種

平成9年度
～14年度

調査中

植物 平成5年
～8年度

535種 ﾌｸｼﾞｭｿｳ、ﾏﾙﾊﾞｷﾝﾚｲｶ、ｽﾊﾏ
ｿｳ

平成9年度
～14年度

640種 ﾌｸｼﾞｭｿｳ、ﾏﾙﾊﾞｷﾝﾚｲｶ、ｵﾔﾘ
ﾊｸﾞﾏ

鳥類 平成5年
～8年度

67種 ｵｼﾄﾞﾘ、ｵｵﾀｶ、ﾊｲﾀｶ、ｸﾏﾀｶ、
ﾔﾏｾﾐ、ｶﾜｾﾐ

平成9年度
～14年度

96種 ｵｼﾄﾞﾘ、ｵｵﾀｶ、ｸﾏﾀｶ、ﾔﾏｾﾐ、
ｶﾜｾﾐ、ﾐｻｺﾞ、ｵｼﾞﾛﾜｼ、ｲﾇﾜ
ｼ、ﾊﾁｸﾏ、ﾉｼﾞｺ

両生類
昆虫類
哺乳類

平成5年
～8年度

両生類13種
爬虫類7種
哺乳類19種

ﾄｳﾎｸｻﾝｼｮｳｳｵ、ｸﾛｻﾝｼｮｳｳ
ｵ、ﾊｺﾈｻﾝｼｮｳｳｵ、ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ、
ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ、ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ、ﾆﾎﾝｶ
ﾓｼｶ

平成9年度
～14年度

両生類13種
爬虫類7種
哺乳類16種

ﾄｳﾎｸｻﾝｼｮｳｳｵ、ｸﾛｻﾝｼｮｳｳ
ｵ、ﾊｺﾈｻﾝｼｮｳｳｵ、ﾀｺｶﾞｴﾙ、
ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ、ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ、ﾆﾎﾝｶ
ﾓｼｶ、ﾔﾏｺｳﾓﾘ

陸上昆虫類 平成5年
～8年度

417種 ﾂﾉｲﾄﾝﾎﾞ

平成9年度
～14年度

1,439種 ｶﾗｽｼｼﾞﾐ、ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁﾋﾞｹﾞﾝｺﾞﾛ
ｳ、ﾀｶﾈﾄﾝﾎﾞ、ｷﾞﾝｲﾁﾓﾝｷﾞｾｾ
ﾘ、ｽｼﾞｸﾛﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ、ﾔﾏﾄｶﾞﾏ
ﾌｶﾞﾑｼ

１．鳴子ダム水辺の国勢調査による生態系調査（平成5年度～）
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１２．鳴子町の最近のうごきや地域活動（１）

まちおこし活動 主 催 開催時期 概 要

鬼首神楽特別公演 鬼首神楽保存会 7/18 源氏と平家の「一ノ谷合戦」をテーマに、3時間半の上演会

やまが旬の市 鬼首農林産物直売所
「やまが旬の市」

5/29～11/7
毎週土日

地場産の野菜や加工品販売

鬼楽里 ふるさと体験 鬼首農地開発
農業振興組合

年3回程度 8/21：とうもろこしもぎ取りハフハフ体験＆山里の暮らし体験
9/16：りんどう切り花体験＆山里の暮らし体験

中山平 日曜山村学校 日曜山村学校 4月～11月
毎月2回

無農薬による米づくり、野菜づくり体験

ブルーベリー摘み取り農園 鳴子町ブルーベリー
生産加工組合

7/10～8/22
9:00～16:00

鳴子町内8ヶ所のブルーベリー園にての摘み取り体験、ジャムづく
り体験

キャッチ＆リリース 鳴子漁業協同組合 解禁日内 江合（荒雄）川本流のキャッチ＆リリース区間におけるイワナ、ヤマ
メ、ニジマス釣り

イベント列車 SL義経号 JR東日本仙台支社 9/18～9/20 陸羽東線 新庄～小牛田間をイベント列車「SL義経号」の運行

鳴子温泉郷 湯めぐり手形 町内5地区の
温泉組合

通年 東鳴子、鳴子、川渡、鬼首、中山平の5温泉における割引手形

街を歩けば下駄も鳴子 街を歩けば下駄も鳴
子実行委員会

通年 カラコロまっぷ協賛店における各種サービス

てっぺクラブのほっとフェア 鳴子温泉
でっぺクラブ

年１回 鳴子町温泉街（商店街）における一店逸品運動フェア

東鳴子温泉
現代版湯治入門

東鳴子夢会議 通年 各種ワークショップの開催

温泉療養プラン 鳴子町観光協会
温泉療養部

通年 各種生活習慣病の症状にあった適切な温泉療養やリハビリ指導

鳴子ツーリズム研究会 通年 鳴子ツーリズム講座（講演会）の開催

「構造改革特区」の認定 6/21 農地所有者による市民農園の開設
農地取得下限面積の引き下げ
特定農業者による濁酒の製造許可者の製造数量緩和

14



１２．鳴子町の最近のうごきや地域活動（２）

鬼首神楽特別講
演

鬼楽里 ふるさと体験 日曜山村学校 日曜山村学校鬼楽里 ふるさと体験

湯めぐり手形

下駄も鳴子
ブルーベリー摘み キャッチ＆リリース

ＳＬ義経号でっぺクラブ
現代版湯治入門
（縁台ワークショップ）

温泉療養プラン やまが旬の市

現代版湯治入門
（光の盆）
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１２．鳴子町の最近のうごきや地域活動（３）

構造改革特区「鳴子温泉郷ツーリズム特区」
内閣府が認定（平成16年6月21日）

１．農地所有者による市民農園の開設
町と協定を結ぶだけで、農家自らが市民農園を実
施することができます。

２．農地取得下限面積の引き下げ
一般の方が農業を始めるには、農地法のしばりに
より５０ａ以上でないと農地を取得できないこととなっ
ていますが、その面積要件が10aまで引き下がりま
す。一般の方が10aから農地を取得し、農家になる
ことが可能となります。

３．特定農業者による濁酒の製造許可者の製造数量
緩和
農家レストラン等飲食店営業を併せ営む稲作農家、
自ら生産した米を原料に濁酒（どぶろく）製造の免許
を取得する際、製造数量に制限がなくなります。

第２回全国グリーン・ツーリズムネットワーク みやぎ鳴子大会
（平成16年11月21日～22日）

分科会、交流会、全体パネルディスカッションの開催（全国から600人参加）
第１分科会 食文化 ～火を遊ぶ～ 民族研究家 結城登美雄氏
第２分科会 連携 ～火をつなぐ～ 宮城大学事業構想学部助教授 宮原育子氏
第３分科会 コミュニティの再生 ～火を育む～

まちむら交流きこう「びれっじ」編集長 永田麻美氏
第４分科会 行政支援 ～火を灯す～ 遠野市総合産業振興センター所長 菊池新一氏
第５分科会 デザイン ～火を魅せる～ プランナー 麦屋弥生氏
第６分科会 ツーリズムの質の向上 ～火を守る～

NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク事務局長 徳吉英一郎氏

第７分科会 とことん鳴子 ～火を活かす～ ㈱東北地域研究室代表 志賀秀一氏
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●潟沼

●スキー場
ゴンドラ

●大柴山

②花渕山遊歩道

●シロヤシオ
のお花畑

●荒湯地獄

⑪片山地獄
硫気孔荒原植物群落

③荒雄岳

⑪雌釜雄釜
噴気孔荒原植物群落

⑤間歇泉・吹上荒原

ｷｬｯﾁ＆
ﾘﾘｰｽ区間 ⑨ふるさと緑の道

⑪禿岳
自然林

なかやまだいら

●花渕山

湖西道路

●鳴子峡

●山が旬の市（中川原）

⑦オニコウベ
スキー場

花立遊歩道

●花立峠

禿岳登山道

地域での活動

①鬼首の里高原市場
②農業体験「鬼首・鬼楽里」
③鳴子未来創造会議
④江合川（荒雄川）の水質調査
④キャッチアンドリリース区間の設定・発
眼卵放流
⑤下流ライオンズクラブとの交流

自然系資源

①自生山及び天然杉・巨木の森
②花渕山及び遊歩道・お花畑（シロヤシオな
ど）
③荒雄岳（ユニトロイデ火山）及び外輪地形
④鬼首地熱発電所、片山地獄及び周辺の特
異植生
⑤間歇泉・吹上高原
⑥温泉（宮沢・吹上・轟）
⑦オニコウベスキー場・ゴンドラ・ゴルフ場
⑧荒雄湖（ダム湖）
⑨ふるさと緑の道（鳴子温泉～荒雄湖～鬼首）
⑩ふるさと緑の道（鬼首～荒湯地獄～鎌内）
⑪貴重な植物群落
・花渕山のアカシデ林（鳴子ﾀﾞﾑｻｲﾄ下右岸）
・自生山のスギ自然林
・江合川（荒雄川）の河辺林
・田代のハルニレ林
・片山地獄地域の硫気孔荒原植物群落
・雌釜、雄釜の噴気孔荒原植物群落
・禿岳の自然林

人文系資源

①荒雄川神社・主馬神社
②鬼首番所跡・芭蕉句碑・大町桂月歌碑

社会系資源

①荒雄湖畔公園
②あつまれ鳴子ダム・親子でお！春
③鳴子牛ＣＯＷニバル
④鳴子の風（地発泡酒）

ビューポイント

①鳴子ダム及び展望台
②花立峠
③禿高原町営牧場
④県道岩入一迫線、田代川沿いの景観

地域の食

①鬼首の湧水
②鳴子の風（地発泡酒）
③岩魚・山女など

①荒雄湖畔公園
・あつまれ鳴子ダム
・親子でお！春

⑧荒雄湖

④鬼首地熱発電所

②大町桂月歌碑

荒雄川神社①

地域の交通

①ＪＲ陸羽東線
（鳴子温泉駅、鳴子御殿湯駅）
②国道108号、県道最上鬼首線、吹上
鬼首線、岩入一迫線、沼倉鳴子線
③鳴子町営バス⑪アカシデ林

●鳴子ダム管理所

なるこごてんゆ
なるごおんせん

●鳴子温泉街

⑪江合川（荒雄川）の河辺林

①自生山
スギ自然林

⑪田代のハルニレ林

⑥温泉（宮沢・吹上・
轟）

鬼首番所跡
・芭蕉句碑②

④鳴子の風（地発砲酒）

③鳴子ＣＯＷニバル

ＪＲ陸羽東線
国道４７号

国道１０８号

県道最上鬼首線

県道岩入一迫線

１３．鳴子ダム水源地域のさまざまな資源
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１４．鳴子町内や鳴子ダムでの祭事など

名称 日時 主な内容

①全国こけし祭り 9月第1金、土、日曜日 入込み数は、約25千人

②温泉神社祭典 9月第1土、日曜日 全国こけし祭りと連動

③温泉石神社祭典 9月15日 温泉石神社は鳴子地区と川渡地区にある

④荒雄川神社祭典 9月9日～10日

⑤鳴子牛COWニバル 7月23日（昨年） 入込み数は約5千人

⑥おんせん朝市 4月、5月、11月

名称 日時 主な内容

①森と湖に親しむ旬間 平成8年～平成10年

いずれも7月下旬

鳴子町の近隣町及び鳴子町内の小学生（保護者）
ダム管理所見学、湖水クルージング、ダム深層体験、荒雄
湖畔公園での森林教室、魚つかみどり、記念植樹等

②親子で鳴子・お！春 平成8年～平成11年
いずれも5月下旬

湖水クルージング、荒雄湖畔公園での親子ふれあいコン
サート、イワナのつかみどり等。漁協まつりや出店、野点

③河川愛護月間「川の
日」荒雄湖畔公園清掃
活動

平成8年～平成10年
いずれも7月上旬

ボーイスカウト鳴子第一団、鳴子町、鳴子観光協会、鳴子
漁業協同組合、鳴子ダム管理所により荒雄湖畔公園の清
掃

④あつまれ！鳴子ダム 平成12年～
いずれも7月下旬

鳴子町内の小学生（保護者）
自生山での森林教室、荒雄湖畔公園でのカヌー教室、水
質検査・水生生物調査、草木染め、湖上クルージング等

鳴
子
町
内
の
祭
事

鳴
子
ダ
ム
の
催
事
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１５．あつまれ鳴子ダムのようす（昨年）

開会式

自生山での森林教室

ダム見学

農産物の直売

イワナのつかみどり

開催：平成16年7月31日（土）
場所：荒雄湖畔公園他 19



１６．鳴子ダム及び荒雄湖畔公園の利用状況（１）

【鳴子ダム湖利用実態調査結果】

○平成6年度～平成15年度までの利用状況をみると、

・平成9年度の利用者が170千人と最も多いが、この年度をピークに下降傾向にある。

・「散策」が約8割を占めており、ダム湖上流端の荒雄湖畔公園周辺、及びダム本体周辺の利用が多い。

・「野外活動」が約2割を占めており，同じく荒雄湖畔公園のキャンプ場やスポーツ施設等の利用が多い。

・過去4回の調査結果を見ると，各年度とも大半が散策での利用となっている。

湖  面 0.1 (0.1%) 0.1 (0.1%) 0.4 (0.3%) 0 (0.0%)

湖  畔 38 (32.8%) 120 (70.5%) 59 (48.7) 34 (49.4%)利
用

 
 
 
 
 
 
 

場
所
別 ダ  ム 79 (67.1%) 50 (29.4%) 61 (51.0%) 35 (50.6%)

合     計 117 170 120 68

 

1 (0.7%) 3 (1.7%) 1 (1.1%) 0.8 (1.2%)
0.1 (0.1%) 0.1 (0.1%) 0.4 (0.3%) 0 (0.0%)
0 (0.0%) 3 (1.9%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)
104 (89.4%) 91 (53.7%) 97 (80.2%) 54 (78.4%)
12 (9.8%) 73 (42.7%) 22 (18.3%) 14 (20.4%)

野　外 12 (9.8%) 66 (38.7%) 21 (17.2%) 14 (20.3%)
施　設 0 (0.0%) 7 (3.9%) 0.2 (0.2%) 0 (0.0%)
その他 0 (0.0%) 0.2 (0.1%) 1 (1.0%) 0.1 (0.1%)

平成6年度 平成9年度 平成12年度 平成15年度
利

用

形

態

別

スポーツ
釣　　り
ボ ー ト
散　　策
そ の 他
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キャンプ場パークセンター

流れの広場
恋人岬

荒雄湖畔公園の航空写真 21

荒雄湖畔公園年間利用者数
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【荒雄湖畔公園の利用状況】

○平成7年度～平成15年度までの利用状況をみると、

・平成７年度の開設時には約6,300人の利用が
あったが、年々減少傾向にある。

・公園の利用者の大半は、日帰りのデーキャンプ
を含めたキャンプ場としての利用が多い。

１６．鳴子ダム及び荒雄湖畔公園の利用状況（２）



１７．意見交換会（平成１５年度４回開催）のようす

 

 
第１回意見交換会のようす 

 
第２回意見交換会(ダムサイト見学) 

 
第４回意見交換会のようす 

平成15年度では、水源地域で地域活動を行っている方々を中心に

意見交換会を開催しました。

参加したみなさんから、さまざまな意見をお伺いしました。

●意見交換会の概要

日時 場所 開催内容

第
１
回

平成15年
11月7日
（金）

鬼首公民館 ○水源地域の現状について意見交換

第
２
回

平成15年
12月15日
（月）

現場見学
鳴子ダム管理所

○鳴子ダム管理所、荒雄湖畔公園の
見学
○他ダムの事例
○ビジョンのあり方 などを意見交換

第
３
回

平成16年
1月26日
（月）

鳴子ダム管理所 ○各自レポートを発表
○水源地域や流域の資源の整理

第
４
回

平成16年
2月26日
（木）

鳴子ダム管理所 ○水源地域での諸活動を紹介
○地域が取り組むべき方向性を検討
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１８．水源地域の課題・ビジョンの策定に向けて（１）

項目 課題等

１．水源地域の活性化 ・水源地域の過疎化や少子高齢化の進展

２．ダム湖畔の少ない親水空間 ・湖面と触れ合うことのできる親水空間が少ない

３．国道108号バイパス整備後
の対応

・現国道108号の交通量が減少し、ダム観光への入込み数の減少が懸念

・荒雄湖畔公園の拠点性は現在よりも高まる

４．荒雄湖畔公園の活性化 ・5月の連休でも日入込みが3,000人程度

・利用者数は減少傾向を示し、野球場やステージ利用回数は年間を通しても数回程度

・利用料金は非常に低額。施設の健全運営には至っていない

・キャッチアンドリリースによる「釣り」の新たな形態を展開し、江合川での釣りの魅力を情報
発信

１．水源地域の課題

項目 課題等

１．地域特性の反映 豊かな自然環境（自生山や自然杉、花渕山やシロヤシオ、カルデラ地形、間歇泉、片山地獄、
雄釜、雌釜等の温泉湧出、地熱発電所

２．ダムをとりまく環境の向
上

ダムの水位低下による湖岸崖地の裸地化

「すだれ放流」の恒常的な開催の取り組み

３．イベントの開催 イベント活動の定着化による交流人口の増加

陸羽東線を利用したパッケージ化などの検討

４．荒雄湖畔公園の利活用 荒雄湖畔公園の魅力付けによる利活用の促進

５．環境学習のフィールドと
して利用

水源地と米どころの関係から、水と農地や水の循環などをテーマとした学習交流

６．ダムの役割を再認識 ダムの仕組みや役割についての学習機会

２．いかしたいことがら
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１８．鳴子ダム水源地域ビジョン策定に向けて（２）

１．鬼首地域の過疎化の歯止め

１．減少傾向にある人口・世帯、観光入り込みへの対応
２．市町村合併により「大崎市」となった場合の鬼首地域の将来像（グランドデザイン）
３．市町村合併により統廃合される教育施設（鬼首中学校）の今後のあり方

２．地域活動や情報の集約

１．多数の団体がそれぞれ活動しており、活動主体を組織化する

３．水源地域の景観や水との親しみ

１．河川改修により親水できない
２．荒雄湖畔公園の親水ゾーンの創出

４．地域の人が地域をよく知る

１．既存のさまざまな資源を知る
２．それをどうＰＲするか
３．観光資源として、どうやって見に来てもらうか
４．先ずは「あるもの」からはじめる
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